
一一九六○年代

起
り
、
蜂

お
り
、

が
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
終
戦
後
十
年
を
経
た
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
代
は
、
疲
弊
と
敗
惨
の
苦
し
み
か
ら
脱
却
し
、
民
主
・
平
和
日
本
建
設

へ
の
歩
み
が
、
漸
く
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
政
治
的
安
定
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
十
月
の
左
右
社
会
党
の
統
一
、

十
一
月
の
自
由
民
主
党
の
結
成
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
五
十
五
年
体
制
」
の
確
立
に
よ
っ
て
ひ
と
ま
ず
保
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国

際
的
に
は
四
月
、
バ
ン
ド
ン
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
開
催
、
五
月
に
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
創
設
が
み
ら
れ
た
。
し
か

し
十
月
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
駐
留
地
問
題
、
す
な
わ
ち
立
川
基
地
拡
張
（
い
わ
ゆ
る
砂
川
基
地
反
対
闘
争
）
で
警
官
隊
と
の
衝
突
が

起
り
、
進
歩
的
文
化
人
ら
と
共
に
学
生
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
全
学
連
（
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
）
は
一
九
四
八
年
に
結
成
さ
れ
て

お
り
、
一
九
五
二
年
九
月
に
は
、
石
川
県
内
灘
村
に
お
け
る
米
軍
試
射
場
反
対
の
闘
争
に
一
部
参
加
し
、
翌
年
六
月
ま
で
継
続
し
た
歴
史

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
入
る
と
、
七
月
に
経
済
白
書
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
経
済
の
復
興
振
り
を
強
調
す
る
か
の
よ
う

第
五
編
展
開
期
の
東
京
外
国
語
大
学
一
九
六
○
’
一
九
九
二
年

一
一
九
六
○
年
代

１
時
代
背
景
ｌ
事
件
史
を
中
心
に
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